
編集後記
　国立社会保障・人口問題研究所から「日本の将来
推計人口（平成 29 年推計）」および「日本の地域別
将来推計人口（平成 30 年推計）」が公表されていま
す．総人口が 1 億人を下回る時期は，前回の平成 24
年推計では 2048 年でしたが，今回の推計では 2053
年と 5 年ほど伸び，人口減少の速度や高齢化の進行
度合が緩和されています．これは合計特殊出生率の
改善傾向や，高齢者の平均寿命が伸びたこと等が関
与していると考えられます．日本の総人口には在住
する外国人も含まれますので，外国人の流入の影響
もあるかもしれません．すべての都道府県の総人口
が減少する時期も，前回の平成 25 年推計よりも 10
年遅くなりましたが，2030～2035 年以降すべての都
道府県で総人口が減少するようになります．
　0～14 歳人口が総人口に占める割合は，2015 年の
12.5% から 2045 年の 10.7% に低下し，2045 年には
0～14 歳人口割合が 10% 未満の市区町村は 2 分の 1
を超えるようです．30～40 歳代の出生率実績が，近
年上昇したとはいえ，厳しい状況に変わりはなく，
東北大学大学院経済学研究科（吉田浩教授）が公表
している「日本の子ども人口時計」によると，3546
年 1 月 1 日には日本の子どもの数が 1 人になるとさ
れています（2018 年 4 月 1 日時点）．残された時間
は決して多くはありません．
　今月の特集は「発達障害‒小児科での具体的な診か

たと多職種連携」です．小児科医であれば発達障が
い児を診察された経験は，多くの先生にあると思い
ます．また，子どもの発達という過程に触発されて
小児科医を目指した若手医師も多いことでしょう．
弱者の子どもの病気，とくに慢性疾患に対して社会
的な支援を含めた視点が必要です．本特集では発達
障がい児の診断，支援，管理，薬物療法，そして教
育現場，福祉制度から地域ケアシステムまでを含め
た行政の取り組みなど，幅広い情報がコンパクトに
まとめられています．ぜひご活用いただきたいと思
います．
　診療欄では日常診療に欠かせない「小児の下痢と
便秘」への対応，またこれも重要なテーマである

「知っておきたい子どもの歯の諸問題」を取り上げて
います．乳歯は健全な永久歯の形成にいかに重要で
あるか，改めて納得しました．
　小児保健欄は社会的に注目度が高い食物アレル
ギーに関する論文です．症例欄の咽後膿瘍について
は，小児科医になった頃診察に注意するように言わ
れたことを思い出しました．
　ようやく花粉の飛散も落ち着き，これからしばら
くは気持ちのよい季節となり屋外の活動も増すこと
でしょう．仕事の一休みには本誌もお楽しみくださ
い．

（河野　陽一）
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